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グリーン成長戦略関連産業参入研修会

（株）ジョイ・ワールド・パシフィック

事例発表：
「GX成長戦略」 「みどりの食料システム」



会社概要（2024年3月1日現在）／自己紹介 ／ ITビジネス課紹介

会社名 (株)ジョイ・ワールド・パシフィック

本社所在地 青森県平川市館山前田８５－２

業 種 製造業（電子機器組立）工場建床面積:1856.32平方メートル

2023年に農業生産・6次加工事業を定款に加える
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佐々木 憲昭 （株）ジョイ・ワールド・パシフィック ITビジネス課

・ 一般社団法人 日本農業情報システム協会 理事／東北支部長

・ スマート農業推進協議会会員、スマート農業イノベーション推進会議会員

・ IoT技術を用いた通信デバイス製品、OEM開発を数多く手掛ける

・ 測定機器の受諾開発、回路・機構設計、プログラム開発、試作～量産までフルサービス

・ 2013年スマート農業機器の開発、サービス提供開始

・ 第1回事業再生構築補助金 事業計画申請＆採択、本格的に農業事業に進出

・ 2023年9月 農林水産省「みどり投資促進税制」の対象機械に認定
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・測定時間３割削減：約80秒に短縮！
・温調式InGaAsセンサーを採用し精度Up!
・測定アプリをより使い易く Ver.Up!

【お問合せ】

・組立・製造事業 : 光学レンズの組立、プローブカード基板等の製造

・CA測定器事業 ： 食品のカロリー等の成分測定装置

・光学素子事業 国内での製造は当社のみ

会社概要 / 事業内容



©Copyright 株式会社ジョイ・ワールド・パシフィック

6次化：
農業者（1次産業）が、農畜産物の生産だけでなく、
製造・加工（2次産業）やサービス業・販売（3次産業）にも取り組むこと

農園名（屋号） ： しあわせｊ-Farm（ジェイ・ファーム）
2024年6月 ～認定農業者

生産物 ： にんにく、冬春いちご、夏秋いちご
作図付面積 ： にんにく（150a）、いちご（10a）
事業 :   農業生産、6次化商品開発
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・スマート農業生産/6次化・ＥＣ・産直 事業



スマート農業技術活用推進

効率化、省力化を目指したスマート農業生産！

徹底した機械化・自動化・スマート農業を推進！

にんにく：徹底した機械化 いちご：徹底した自動化

機械体系化しやすい センシング、データ
に基づいた自動化

自動化・リモート制御
最適／省力化

ナビゲーション
自動操舵、各種農機

jwpの農業生産
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いちご 高設栽培、元肥無しの
化学農薬・化学肥料削減農法
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夏のしずく（夏秋イチゴ）：

収穫時期 6月～12月

四季成品種

よつぼし（冬春イチゴ） ：

収穫時期12月～6月

一季成り品種

最適な潅水・施肥 UV-B照射による防除 天敵による防除太陽熱養生処理（消毒）
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にんにく
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・県産主力品種・白玉王
・青森県は生産量7割
ブランド化、売りやすい
・肥沃な土壌・栽培/
乾燥・保存技術確立

徹底した機械化、最新スマート農業技術導入

農機を導入した省力・集中型の
有機資材を投入した減農薬ニンニク栽培

植付け、収穫以外は1人で管理可能

自動操舵
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農産物/6次化品の販売方法

・新商品
・6次化
・イノベーション
で課題解決！

【課題解決】 規格外・過熟品、歩留まり、低単価取引きを回避

食べチョク ５つ星
獲得！

https://jfarm.base.shop/
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【EC・産直ＥＣ】 コロナ禍、コロナ後も、生鮮、食材、加工はECで伸長！高単価取引き

（自社販）

産
直
Ｅ
Ｃ

Yahoo！店
ショップスコア4.80

獲得！

自
社
Ｅ
Ｃ



ｊｗｐの6次化商品： いちごソフトアイスクリーム
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青森三大ソフトクリームのボン・サーブ（むつ市）とコラボ
9

ボン・サーブ:青森県むつ市

斗南丘牧場が運営するショップ

乳製品・加工販売

売りにくい小玉イチゴも
jwp直売所で販売

小玉、規格外品の
利活用

フードロス削減
長期保存品に再生



ｊｗｐの6次化商品： にんにく 加工品
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規格外品等の利活用
フードロス削減

長期保存品に再生



ｊｗｐの農業生産 ： 研修、農業体験、メディア取材など
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ABA青森朝日放送「ハレのちあした」で放映

CSR圃場研修・農業体験

2023.10.2
あおもり農業・農村支援CSR活動

2023.6.23

農業者、自治体、JA、大学、高校
農業研究者等の訪問・受入れ

11留学生研修 栽培研修など
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次
化

ｊｗｐは農業バリューチェーンの上流から利益率の少ない農業生産、下流まで全てを行う。
スマート農業化を図りながら互いを高め合うことで各々を伸ばし差を少なくすることで「緩いスマイル
カーブ」化を推進し全体を採って事業化する。新しい高付加価値・省力型のロールモデルとなる。
～通年のイチゴ栽培システムや、ＥＣ・６次化等のノウハウを地域に横展開していく～高

い

付
加
価
値
（
収
益
性
）

低
い

国内農業総算出額：9兆円

種
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・
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通
・
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小
売
・
販
売

ハニカミ（緩いスマイル）カーブ化

Tech,最適化・機械化・自動化,データ活用
jwpは川上～川下でシッカリ稼ぐ！
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ゴ
）

jwpは農業の上流～下流まで ： 既存のバリューチェーンに付加価値を付け
スマイルカーブからハニカミカーブへ

フートバリューチェーン：99兆円

食
品
製
造
・
外
食
産
業

資材供給産業：２兆円

スマイルカーブ



グリーン成長戦略 ： ⑨ 食料・農林水産業
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世界のGHG排出量のうち農林業等由来の排出が1/4を占めている
現状を踏まえ、我が国の優れた技術の国際展開、国際的な議論・
ルールメイキングへの積極的な関与により、
世界のカーボンニュートラルに貢献する

食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで
実現するため、政策方針として「みどりの食料システム戦略」を
策定し、強力に推進

GHG ： 温室効果ガス、日本は100年で1.24℃ 気温が上昇、
気候変動、猛暑、ゲリラ豪雨など



みどりの食料システム
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2050年までに耕地面積に占める有機農業の
取組面積の割合を25％（100万ha）に拡大。

同じく「みどりの食料システム戦略」では、
2050年までに化学肥料の使用量の30％低減を目指している。

目標:2025までに目指す姿（一部分）

*農業の場合は、「グリーン成長戦略」 と 「みどりの食料システム」が
両輪である。
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耕地面積400万ha
有機の面積は
現状0.6%

出典：農林水産省資料に加筆
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・ 農林水産分野の温室効果ガス排出量は、国内全体の4％

・ 2050年カーボンニュートラル、2030年度46%削減目標

出典：農林水産省資料に加筆

比率の高い「燃料燃焼」 ： ヒートポンプ、農機の電化・水素化、高精度 作業・制御
「稲 作」 ： 中干し延長等のメタン削減、低メタン稲の品種改良



食料安全保障
の確立

人口減少でも
強固な食料
基盤の確立

農林水産業の
グリーン化・
持続的農業

スマート農業
技術活用推進
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出典：農林水産省資料に加筆

2024年6月14日（6/21公布）に成立しました、スマート農業の活用を促進する法律
「スマート農業技術活用促進法」と呼ばれ、スマート農業技術を活用するため、
①農業者等によるスマート農業技術の活用の推進と②スマート農業技術を開発し、
その販売やサービスとしての提供を支援する内容となっています。10月1日施行

食料・農業・農村
基本法（改正法）
2024年6月5日に

公布・施行



©Copyright 株式会社ジョイ・ワールド・パシフィック 出典：農林水産省
スマート農業技術の導入に合わせて農業現場も変わることで
人口減少下においても生産水準の維持が可能
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出典：農林水産省



jwpのサービス範囲：自動化、省力化
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スマート農業関係の技術（例）

出典：農林水産省資料に加筆

jwp



取組１ :  化学肥料の削減 ： みどり促進税制の対象機械 認定

自動潅水・施肥
システム
「あぐりウォーター」

みどり投資
促進税制の
対象機械に認定

化学肥料の削減

jwp

出典：農林水産省資料に加筆
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＊計画認定は、全国55社目、青森県内2社目 出典：農林水産省掲載資料

みどり促進税制の対象機械 ： 自動かん水・施肥制御



ｊｗｐ製品紹介

©Copyright 株式会社ジョイ・ワールド・パシフィック
22

◎潅水・施肥を効率的に行う事で化学肥料の削減が期待できる点が
対象機器として認められた。

（自社データ：トマトで20％削減、いちごで4.8～55％化学肥料削減）

◎手潅水と比較して、90％位の潅水工数削減が可能！

導 入：青森県、秋田県、宮城県などを中心に20台を出荷

栽培作物：大玉、中玉、小玉トマト、夏秋、冬春いちご、ナス、キュウリ、

茎ブロッコリー（スティクセニョール）、シャインマスカットなど

みどり促進税制の対象機械 ： 自動かん水・施肥制御
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有機農業での光合成：

６CO2+12H2O → C6H12O6+6H2O+6O2

二酸化炭素+水 → 炭水化物（ブドウ糖）+水+酸素

CHO-N → アミノ酸

CHO → 水溶性炭水化物

Protein → タンパク質

植物の細胞壁を作る

12
Ｖ

Mg

N

N N

N

出典：BOLF理論 ジャパンバイオファーム

？

根から吸上げる水は相当ある ： 潅水を最適化

みどり促進税制の対象機械 ： 自動かん水・施肥制御



ｊｗｐ製品紹介
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取組2 : 化学農薬・肥料の低減、有機 ： 有機資材の利用

◎青森県には優良な資材がある：
ホタテ貝残渣（有機石灰）、りんご搾りかす（糖）、
鶏糞 ＜ 豚糞 ＜ ⽜糞（N：中熟堆肥、C/N7<11<17）
籾殻(C:堆肥)、食品残渣、緑肥など

・太陽熱養生処理 ： 納豆菌、ラクトバチルス菌、
中熟堆肥、有機石灰、水、
マルチして積算温度900℃

＊土壌診断、施肥設計、資材の成分確認は最初におこなうこと

土が団粒化し、発酵微生物が活動する「フカフカの土に！」

青森には優良な資源
が数多くある

ホタテ貝残渣 りんご搾りかす

有機微生物増殖、水はけ改善、病原菌死滅、雑草死滅（抑制）

鶏糞堆肥

棒
が
１
ｍ
以
上
刺
さ
る太陽熱養生処理



ｊｗｐ製品紹介
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取組2 : 化学農薬・肥料の低減、有機 ： 有機資材の利用

●jwpではC/N比を高くしたいので籾殻、鶏糞を利用

C/N比23～30 100kg 30kg C/N比30％

・土壌分析、施肥設計は非常に重要

・堆肥の成分量は各社違うので
成分量を確認、調べる

・jwpで使っている鶏糞はC/N比8.9

・鶏糞は窒素、カリウム高い傾向
窒素（採卵鶏）が多い分 投入堆肥が
少なくなる、但し炭素が低い



ｊｗｐ製品紹介
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取組3 : バイオ炭を活用した土壌炭素貯留とCO2放出抑制

◎籾殻由来のバイオ炭（籾殻くん炭）
籾殻(C:堆肥)、鶏糞（N、P）
他、果樹剪定枝、草本、汚泥など

jwp堆肥圃場

農地に施用

土壌のゼロエミッション、低環境負荷

炭素貯留

籾殻くん炭化

籾殻堆肥化

IPCCガイドラインで
デフォルト値が
提⽰されたバイオ炭



ｊｗｐ製品紹介

©Copyright 株式会社ジョイ・ワールド・パシフィック
27

取組4 :いちご圃場 冬季暖房用 灯油自動配送・受発注のDX化

無駄な巡回・配送回数、CO2排出量の削減 !

配送回数 総配送料 平均配送量

令和3年度 9回 1501Ⅼ 166.7L

令和4年度 6回 2152L 307.4Ⅼ

令和4年度 巡回・注文者 削減可能な時間 小計 総削減時間
計9回配送給油 6回ｊｗｐ 発注電話処理2回：3分／回 18分

168分
（約2.75時間）

3回平和石油 巡回・給油で10分／回 30分
毎日の確認と
記録ｊｗｐ

1分／日 で 120分
＊冬季4か月120日換算

120分

イチゴLPWA灯油タンク残量計測の自動化とDXで灯油受発注の自動化を実現！

超音波センサ

液面高さ

令和3年度と比較し、灯油発注業務ゼロ、配送回数を44％削減 、
令和3年度と比較し、平均配送量（給油量）84％増（166L→244Ⅼ）



ｊｗｐ製品紹介
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■ 今後の展開 （農業生産）

◎現在、にんにくは平川市の学校給食 食材として供給
（平川市学校給食センター様）

減農薬栽培 ⇒ 有機栽培 、有機JAS取得へ
より「安心安全」な農産物を提供（目標）

農業振興予算から補助金：有機食材野菜は価格の4割、
米は価格の7割の補助 ⇒ 価格が高い取引が出来る！

◎青森県の資材を使用した、発酵微生物が活動する「良い土づくり」
地域で廃棄になる籾殻の再利用、くん炭、堆肥化 （実施中）
又潅水システムと共に、化石燃料などを原料とした化学肥料の使用量を削減！

◎退職、定年、65歳以上の働く場、生きがいと収入の提供（目標）

オーガニック給食実現！
オーガニックビレッジ参画！



さいごに : 青森県は有機肥料の原料資材が本当に豊富にある！
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●安心・安全な農業生産を推進
・減農薬、化学肥料の削減
・有機農業・自然栽培
・作物を作るのは人間では無い、地球環境と良い土壌、水である

●地域を守る＆連携する、次の世代へ、そして未来へ繋いでいく
・農地・農村、土壌、水、経験・知恵、データ、技術、経営力等

●スマート技術を用いたスマート農業の推進
・作業の自動化、最適化
・共有情報の簡易化
・データの活用

29

農業や地域、そして未来において

・品質を高める技術力、
・安定的に供給する技術力、経営力
・効率的に生産する技術力をつける

安心安全で、高付加価値化、地球環境を守る為、地域循環を回していく！

jwp我々生産者は



Oct.31,2024

ご清聴ありがとうございました。
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株式会社ジョイ・ワールド・パシフィック ITビジネス課 佐々木

グリーン成長戦略関連産業参入研修会
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農業からの切り口でしたが県全体でGX化目指していきましょう！


